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・我が国の畜産業を取り巻く環境が大きく
変動する中、生産性の向上による収益
性の高い畜産経営を構築することは喫
緊の課題

・受胎率の低下や分娩間隔の延長などに
よる家畜の生産性低下が深刻な問題

繁殖サイクルの短縮や受胎率向上のための技術開発
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REP2000
卵胞発育促進

REP1000
早期妊娠診断

牛の生産サイクルを短縮し、効率化する

背景

白血球のISG15, MX2遺伝子
発現をPCRで調べる

＜早期妊娠診断技術の開発＞

採血
（AI後18-19日）

パクスジーン
採血管

診断基準値との比較で妊娠・
非妊娠を判定

ISG15やMX2等の受胎性関連遺伝⼦の情
報を活⽤して、⼈⼯授精後18-19⽇の⽜
⾎液から受胎・不受胎を⾼精度（90％以
上）で判定する早期妊娠診断法を開発

・新規化合物の大
量合成・供給

・徐放基材の検討

分娩後

正常な排卵

卵胞発育

＜卵胞発育促進技術の開発＞

分娩後の卵巣機能を早期に回復するため
の新たな家畜繁殖制御薬の候補として、
複数のニューロキニン作動薬を開発する
とともにその効果的な投与法を開発

最も簡便で効果的な投与手
法を開発

家畜の繁殖効率を高めることにより、生産性向上に貢献

主な研究成果

・受胎性に関わる遺伝子を特定し、早期
妊娠診断技術を開発する（REP1000）

・繁殖中枢であるキスペプチン神経系の
役割を解析し、キスペプチン等（ニュー
ロキニン作動薬）を利用した新たな繁殖
制御技術を開発する（REP2000)

目的
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